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はじめに

背景
近年、コロナウイルスの影響から売り手市場で会った就活情勢が買
い手市場にシフトしつつある。そこで学生は就職を希望する会社に
入社するにはその会社が求める人材になるために効率的に勉強を行
う必要がある.

目的
過去の卒業生の就職先や成績などのデータベースからクラスタリン
グを行い、その学生がどうしたら希望する企業に効率よく就職でき
るかのフィードバックを行う。また,学生が希望する企業の分析も行
い、より細かいフィードバックを行えるようなシステムを作成する.



はじめに

システムについて

進捗

おわりに

3/13

システムの完成目標

図 1: システム完成目標
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システムの機能

現在考えている機能について
目標とする企業を指定し、過去の学生の成績や行動を分析
目標とする企業を指定し、その会社のホームページなどからそ
の会社がどのような分野を重要視しているかを分析

⇓

これらの分析結果から学生がどの分野、どの勉強を行えば効率的に
その企業へ就職できるかをフィードバック
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システム概要

図 2: システム全体の流れ
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デモデータの修正

アドミッション
センター試験の得点を科目ごとに変更

図 3: 入試得点
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情報推薦

関係性マイニング
ラフ集合論に基づき,属性間の相互関係を表す新たな属性を相互関
係表にまとめ,項目間の比較により特徴を抽出する手法.

Table 1: 評価値行列 Table 2: 選好パタン
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実装

類似度
評価値行列から作成された選好パタン行列を用いて,類似度の高い
学生を抽出する.

図 4: 類似度の高い学生
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結果

未完成
類似度の高い学生を抽出した後,対象ユーザーの未評価のアイテム
に対して評価値予測を行い,値の高い物を推薦するが,現状評価値予
測の部分がまだできていない。
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SOM

自己組織化マップ (SOM)

ニューラルネットワークの一種で与えられた入力情報の類似度を
マップ上での距離で表現するモデル．

図 5: 自己組織化マップ例
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SOM実装

扱うデータ
動物の名前とその動物に関する情報

図 6: データセット
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結果

結果
動物のデータから,似たような特性を持つ動物がマップ上で近い距
離に配置されている.

図 7: 実行結果
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まとめ

進捗
デモデータの修正
関係性マイニングを用いた情報推薦の実装 (未完成)

簡単な SOMの例の実行

今後の課題
未完成の物を完成させる
SOMをどう使っていくのか考える.SOMの勉強.

本研究の有効性の評価をどう行うかを考える
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